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一般会計収入（歳入）合計 76億1807万円

依
存
財
源

どう使われたか
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2

自
主
財
源

令和元年
第３回
定例会

９/6～13

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
６
日
（
金
）

か
ら
13
日
（
金
）
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
決
算
認
定
（
一
般
会
計

ほ
か
９
会
計
）
の
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正
や
令

和
元
年
度
補
正
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
本
会
議
・

委
員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
議
案
審
議
結
果
は
９
ぺ
ー
ジ
に
掲
載

町税 9億3973万9464円（12.3％）

分担金・負担金 2億385万4182円（2.7％）

使用料・手数料 2億2835万8470円（3.0％）

その他収入 8億5328万5314円（11.2％）

地方交付税 34億1225万円（44.8％）

国庫支出金（国からもらうお金） 4億444万4890円（5.3％）

道支出金（北海道からもらうお金） 3億514万6151円（4.0％）

地方譲与税・交付金等 3億2022万2222円（4.2％）

町債（借金） 9億5077万1000円（12.5％）

平成30年度各会計収支（歳入・歳出）一覧

会　　計　　名 収入（歳入） 支出（歳出）

一般会計 76億1807万1693円 74億7048万435円

港湾管理特別会計 1億1013万9557円 1億913万9349円

簡易水道事業特別会計 6829万9717円 6588万8838円

下水道事業特別会計 3億7884万8732円 3億7625万1058円

国民健康保険事業勘定特別会計 10億3532万9032円 10億3214万8409円

介護保険特別会計 7億1587万5639円 7億295万1817円

介護サービス事業特別会計 2億5743万1119円 2億5658万2762円

後期高齢者医療特別会計 1億1815万9155円 1億1735万3759円

国民健康保険病院事業会計
収益的収支※１ 9億3454万6472円 7億8744万1142円 ※３

資本的収支※２ 1億9373万6132円 1億9373万6132円

水道事業会計
収益的収支※１ 1億6552万7531円 1億6860万8196円 ※４

資本的収支※２ 0円 3885万2083円 ※４

（注）３月末現在の住民基本台帳
　　人口6,705人で計算したもの

町民１人あたりに
使われたお金
（一般会計）

約111万円
※特別会計等を含めると

約169万円

※１ 収益的収支～事業活動に伴い発生す
るすべての収入と支出

※２ 資本的収支～将来に備えて行う建設
改良や、建設改良に要した借金の返
済金などの収入と支出

※３ 広尾町国保病院の地方独立行政法人
移行に伴い、繰越欠損金（税務上の
赤字）を解消する必要があり、8000
万円の一般会計からの補助金でカ
バー（補てん）

※４ 収支の不足分は、留保資金などでカ
バー（補てん）

チェック！
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次のページは

「決算審査特別委員会」

一般会計支出（歳出）合計 74億7048万円

議会費 8376万7342円（1.1％）

総務費 6億6444万2465円（8.9％）

民生費 15億1876万3783円（20.4％）

衛生費 9億1258万9743円（12.2％）

農林水産業費 4億5798万5121円（6.1％）

商工費 3億4942万420円（4.7％）

土木費 8億172万7185円（10.7％）

消防費 2億5186万6216円（3.4％）

教育費 11億6005万1684円（15.5％）

公債費（借金返済） 12億6986万6476円（17.0％）

借金（町債）残高の推移（全会計）

貯金（基金）残高の推移

【
一
般
会
計
決
算
の
概
要
】

　

一
般
会
計
ほ
か
９
会
計
の

平
成
30
年
度
決
算
認
定
に
つ

い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
（
山
谷
照
夫
委
員
長
）
を

設
置
し
、９
月
11
日
、12
日
の

２
日
間
審
査
し
た
結
果
、
す

べ
て
の
会
計
を
「
認
定
す
べ

き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
９
月
13
日
の
本
会

議
で
討
論
・
採
決
の
結
果
、

全
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

※
一
般
会
計
、
国
保
事
業
勘

定
特
別
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
は
起
立

に
よ
る
採
決
を
行
い
ま
し

た
。（
賛
否
の
内
訳
は
Ｐ
９
）

34
億
１
２
２
５
万
円
と
な
り

ま
し
た
。（
前
年
度
比
１
億

１
４
１
０
万
円
の
減
）

　

収
入
（
歳
入
）
合
計
額
は

76
億
１
８
０
７
万
円
（
前
年

度
比
０
・
９
％
増
）、
支
出
（
歳

出
）
合
計
額
は
74
億
７
０
４

８
万
円
（
前
年
度
比
１
・
１
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

収

入
の
44
・
８
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は

町

税
収
入
は
前
年
度
比

０
・
３
％
増
の
９
億

３
９
７
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
徴
収
率
は
92
・
６
％（
昨

年
度
91
・
９
％
）
で
、
７
１

８
５
万
円
が
未
納
と
な
っ
て

い
ま
す
。

貯

金
（
基
金
）
残
高
は

合
計
で
前
年
度
比
０

・
６
％
減
の
30
億
２
３
２
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

借

金
（
町
債
）
残
高
は

合
計
で
１
５
６
億
６

４
７
６
万
円
と
な
り
、
前
年

度
比
３
・
１
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

数字で見た広尾町の財政力

項　　　目 Ｈ29 Ｈ30

財政力指数
高いほど、毎年必要なお金を自力で調
達できる。

0.221 0.229

経常収支比率
高いほど、自由に使えるお金が少なく
なる。
町村では75％以下が適正とされている。

86.5％ 91.2％

実質公債費比率
高いほど、収入の多くを借金の返済に
使うことになる。
25％を超えると借金を制限される。

9.4％ 12.9％

将来負担比率
高いほど、将来の財政が圧迫される可
能性が大きい。

79.2％ 71.8％

➡

➡

➡

➡

借金を
返すために
使いました

平成30年度決算審査

私たちの税金
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一
般
会
計

決算審査

特別委員会

平成30年度決算につ

いての質疑内容を抜

粋、要約してお知ら

せします。

委 員 長　山谷照夫

副委員長　小
こ

田
だ

英勝

9/ ６，11，12

公
用
車
の
管
理

車
検
が
切
れ
て
い
る
公

用
車
は
無
い
か
。
ま
た
、

問ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設

置
状
況
は
。

答

車
検
未
了
は
な
い
。
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、

除
雪
作
業
車
等
に
設
置
し
て

お
り
、
一
般
職
員
用
公
用
車

は
検
討
す
る
。

時
間
外
勤
務
時
数

平
成
28
年
度
と
比
べ
、

１
割
以
上
（
１
６
１
８

問時
間
）
増
え
た
理
由
は
。

答

１
５
０
年
記
念
事
業
の

土
日
開
催
な
ど
に
よ
り

増
加
し
た
。

職
員
の
健
康
管
理

健
康
診
断
の
結
果
に
よ

る
と
、治
療
を
要
す
る
職

問員
が
昨
年
よ
り
増
え
て
い
る
が
。

答

も
と
も
と
持
病
が
あ
る

職
員
も
い
る
。
共
済
組

合
の
電
話
相
談
も
活
用
し
、

事
業
主
と
し
て
職
員
の
健
康

管
理
に
努
め
る
。

中
川
一
郎
記
念
館

基
金
で
管
理
運
営
し
て

い
る
が
、
い
つ
ま
で
記

問念
館
を
維
持
す
る
の
か
。
ま

た
、
解
体
費
用
は
。

答

基
金
が
無
く
な
っ
た
時

の
結
論
は
出
て
い
な
い
。

解
体
費
用
な
ど
庁
内
で
検
討

す
る
。コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務

委
託
料
と
あ
る
が
、
例

問答

問答

移
住
体
験

問答 十
勝
バ
ス
「
広
尾
線
」

問答

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
利
子
補
給

問答

公
衆
浴
場

問答

移住体験者が「昆布干し作業」を体験

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

え
ば
長
崎
県
西
海
市
と
の
姉

妹
市
町
交
流
は
、
直
営
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
事
業
を
最
少
経
費
で

効
率
的
に
出
来
な
い
か
。

事
業
を
執
行
す
る
上
で
、

効
率
性
を
考
え
て
委
託

と
直
営
に
区
分
す
る
。
業
務

内
容
・
業
務
量
を
検
証
し
見

直
し
す
る
。

事
後
交
流
に
東
京
都
荒

川
区
へ
学
校
給
食
の
食

材
を
提
供
し
て
い
る
が
、
広

尾
の
子
ど
も
た
ち
に
も
提
供

で
き
な
い
か
。

広
尾
町
の
食
や
生
産
現

場
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
や
、
広
尾
町
産
品

の
Ｐ
Ｒ
も
狙
い
で
あ
る
。
町

の
学
校
給
食
は
、
教
育
委
員

会
と
協
議
し
検
討
す
る
。

平
均
乗
車
密
度
は
５
％

を
下
回
っ
て
お
り
、
広

尾
町
の
負
担
は
約
２
２
３
０

万
円
で
あ
る
。
乗
車
率
増
加

の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

沿
線
６
市
町
村
で
構
成

す
る
広
尾
線
バ
ス
輸
送

確
保
対
策
協
議
会
で
乗
車
人

数
を
増
や
す
取
り
組
み
や
各

種
割
引
等
を
検
討
し
て
い
る
。

積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
べ
き
で
は
。

移
住
者
に
漁
業
や
農
業

の
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
を
用
意
し
て
お
り
、
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

利
用
者
が
３
割
近
く
減

少
し
た
の
は
、
利
用
料

①
人
口
減
少
、
②
利
用

者
の
高
齢
化
、
③
町
民

金
の
値
上
げ
が
原
因
で
は
。

以
外
の
利
用
者
の
減
、
④
利

用
料
金
の
値
上
げ
等
複
数
の

要
因
に
よ
り
利
用
者
減
と

な
っ
た
。

利
率
と
期
間
は
い
つ
ま

で
か
。

資
利
率
１
・
３
％
か
ら
１
・

３
５
％
の
う
ち
、
１
％
を
町

が
助
成
し
て
お
り
、
令
和
３

年
度
ま
で
の
10
年
間
で
あ
る
。

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
が
融

資
を
受
け
て
い
る
融

サ
ン
タ
メ
ー
ル

問答

平
成
30
年
度
か
ら
町
内

で
の
申
込
み
も
一
般
と

同
様
の
１
通
５
０
０
円
と
し

た
が
、
町
内
で
の
受
付
数
は
。

町
内
申
込
数
は
８
３
６

通
で
、
前
年
の
約
半
分

と
な
っ
た
。

問答

収
益
事
業
で
あ
り
、
創

意
工
夫
が
必
要
で
は
。

斬
新
な
意
見
を
も
ら
う

た
め
、
役
場
の
若
手
職

員
に
よ
る
サ
ン
タ
メ
ー
ル
意

見
交
換
会
を
組
織
し
た
。

づくりの成果は？
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起
業
家
支
援

問答

補
助
金
の
対
象
と
な
る

条
件
が
厳
し
く
な
っ
た

と
聞
く
が
。

債
権
保
全
策
と
し
て
、

補
助
金
交
付
額
を
返
還

で
き
る
収
入
の
あ
る
連
帯
保

証
人
を
２
人
必
要
と
し
た
。

観客を魅了した大迫力の水上花火 花
火
大
会

問答

花
火
の
経
費
や
規
模
の

積
算
は
。

協
賛
会
か
ら
４
０
０
万

円
負
担
し
て
い
る
。
６

０
０
０
発
の

中
身
は
、
積

算
し
て
い
な

い
が
、
今
後

調
査
す
る
。

高
校
通
学
費
助
成

問答

30
年
度
に
対
象
と
な
っ

た
13
人
の
内
訳
は
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

問

答

町
内
に
５
か
所
あ
る
が
、

草
刈
り
な
ど
環
境
整
備

は
適
切
に
実
施
し
て
い
る
か
。

天
候
に
左
右
さ
れ
る
面

が
あ
る
。今
後
、維
持
管

キ
ャ
ン
プ
場

問答 理
を
含
め
指
導
を
徹
底
す
る
。

前
年
度
よ
り
利
用
者
が

減
っ
た
理
由
は
。

こ
こ
数
年
１
０
０
０
人

程
度
の
利
用
者
で
あ
っ

問答 た
が
、
29
年
度
は
町
外
の
団

体（
45
人
12
泊
）の
利
用
に
よ

り
例
外
的
に
増
加
し
た
。

維
持
補
修
費
が
少
な
い

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

使
用
す
る
の
か
。

将
来
的
に
ど
う
す
る
の

か
転
換
期
に
来
て
お
り
、

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

※
一
般
会
計
は
Ｐ
７
に
掲
載

討
　
論

　

北
海
道
が
財
政
運
営
の
主

体
と
な
っ
た
が
、
被
保
険
者

の
多
く
が
低
所
得
者
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
税

が
高
い
構
造
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
本
町
は
赤
字

を
５
年
で
解
消
す
る
と
し
た

が
、
賦
課
限
度
額
の
引
上
げ

に
よ
り
負
担
増
と
な
っ
て
お

り
、
町
民
の
目
線
に
立
っ
た

施
策
に
す
べ
き
と
考
え
、
本

決
算
に
反
対
す
る
。

　

国
民
皆
保
険
を
持
続
可
能

な
も
の
と
す
る
た
め
、
健
全

で
安
定
的
な
維
持
運
営
を
図

り
、
国
民
の
医
療
確
保
と
健

康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
い

る
。
被
保
険
者
一
人
あ
た
り

の
保
険
料
は
増
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
低
所
得
世
帯
に
配

慮
さ
れ
た
保
険
税
率
で
あ
り
、

保
険
税
軽
減
が
拡
大
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
決
算
に

賛
成
す
る
。

賛
成

北
藤
利
通
委
員

反
対

旗
手
恵
子
委
員

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

は
、
全
国
的
に
見
て
所
得
は

低
い
が
、
保
険
料
は
極
め
て

高
い
実
態
に
あ
る
。
本
町
の

後
期
高
齢
者
の
経
済
状
況
か

ら
見
て
も
保
険
料
を
過
重
に

引
き
上
げ
た
本
決
算
に
反
対

す
る
。

　

高
齢
者
の
医
療
を
国
民
み

ん
な
で
支
え
合
う
医
療
保
険

制
度
で
あ
り
、
こ
の
制
度
を

運
営
す
る
広
域
連
合
に
加
入

し
て
い
る
町
と
し
て
必
要
な

経
費
で
あ
る
。
適
正
な
会
計

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

北
藤
利
通
委
員

反
対

旗
手
恵
子
委
員

大 樹 町 市街地 ２人

幕 別 町 忠　類 １人

えりも町
目　黒 １人

庶　野 １人

広 尾 町
豊　似 ４人

野　塚 ４人

問

答

野塚市街

１年間のまち

街
路
灯

快
適
な
環
境
に
努
め
た

と
あ
る
が
、
野
塚
・
豊

似
の
街
路
灯
の
状
況
は
。

灯
具
等
に
破
損
が
あ
り
、

修
理
等
検
討
す
る
。

方
向
性
を
検
討
し
て
い
る
。

※
Ｐ
16
参
照
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３歳～５歳児は全員対象

令和元年

第３回

定例会

9/6～13

幼児教育・保育の
　無償化

子育て
支援

問答

無
償
化
は
消
費
税
を
財

源
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

消
費
税
増
税
は
社
会
保

障
制
度
の
維
持
の
た
め

で
も
あ
り
、
少
子
化
対
策
の

観
点
か
ら
子
育
て
支
援
は
重

要
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
子
育

て
施
策
を
国
に
要
望
す
る
。

　

法
律
等
の
改
正
に
よ
り
、

認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所
等

の
利
用
者
負
担
が
無
償
化
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
国
が
行
う

無
償
化
以
外
で
１
号
・
２
号

認
定
（
３
歳
以
上
）
世
帯
の

年
収
３
６
０
万
円
以
上
の
世

帯
の
給
食
費
（
副
食
費
）
に

つ
い
て
も
、
町
が
独
自
に
助

成
し
無
償
と
す
る
規
則
を
制

定
し
ま
し
た
。

（
10
月
１
日
か
ら
適
用
）

10月から

スタート

問

答

３
歳
以
上
と
３
歳
未
満

に
不
公
平
感
は
無
い
か
。

３
歳
未
満
の
３
分
の
１

は
認
定
こ
ど
も
園
等
に

入
所
し
て
い
る
が
、
在
宅
で

子
育
て
を
し
て
い
る
家
庭
も

あ
る
。
３
歳
以
上
は
、
ほ
と

ん
ど
入
所
し
て
い
る
た
め
、

副
食
費
を
含
め
て
無
償
化
と

し
た
。

問答

無
償
化
に
よ
り
待
機
児

童
が
増
加
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
解
消
す
る
か
。

３
歳
未
満
児
に
待
機
児

童
が
発
生
し
て
い
る
。

保
育
環
境
の
改
善
を
行
い
、

問答

副
食
費
の
滞
納
に
よ
り
、

保
育
中
断
の
可
能
性
は

あ
る
か
。

３
歳
以
上
は
無
償
化
と

し
て
お
り
、
滞
納
は
発

生
し
な
い
と
考
え
る
。

問

十
勝
管
内
町
村
の
給
食

費
（
副
食
費
）
無
償
化

の
状
況
は
。

答

３
歳
～
５
歳
児
は
、
半

数
以
上
の
町
村
が
無
償

化
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

保
育
士
の
確
保
に
努
め
る
。

１号認定～満３歳以上、保育を必要としない子ども（従来の幼稚園）
２号認定～満３歳以上、保育を必要とする子ども
３号認定～０～２歳、　 保育を必要とする子ども

【１号・２号認定】

３歳以上

利用者負担額（保育料） 給食費（副食費）

全　世　帯

無　　　償

【３号認定】

０歳
～
２歳

利用者負担額（保育料）※副食費含む

町民税非課税世帯
及び第３子以降　

課税世帯の　　
第１子、第２子

無　　　償 費用負担

○保育無償化の内容

※平成28年度から第３子以降は町助成により無償
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次のページは「意見書・行政報告・

議案賛否・議員の出欠」

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

討
論
（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
）

　

経
済
環
境
が
厳
し
さ
を
増

す
中
、
社
会
的
弱
者
で
あ
る

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
低
所

得
者
の
生
活
を
支
え
、
住
民

福
祉
の
向
上
を
図
る
必
要
が

あ
る
が
、
公
衆
浴
場
利
用
料

の
値
上
げ
な
ど
、
町
民
生
活

を
圧
迫
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

本
決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

前
崎　

茂
議
員

　

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
事

業
の
財
源
が
ふ
る
さ
と
納
税

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
広
尾

町
の
予
算
は
、
町
民
に
使
わ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
財
政
が

逼
迫
し
て
厳
し
い
の
で
あ
れ

ば
、
規
模
の
縮
小
や
業
者
委

託
を
削
減
す
べ
き
と
考
え
、

本
決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

《一般会計採決結果》

賛成９　反対３

反対

住
民
福
祉

の
向
上
を

賛成

病
院
の
新

体
制
構
築

北
藤
利
通
議
員

反対

規
模
縮
小

委
託
削
減

小お

田だ

雅
二
議
員

　

子
育
て
支
援
の
医
療
費
助

成
や
地
域
福
祉
、
新
た
な
病

院
体
制
の
構
築
な
ど
、
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
、
平
成
30
年

は
広
尾
町
１
５
０
年
の
節
目

の
年
と
し
て
、
記
念
事
業
が

幅
広
く
実
施
さ
れ
、
次
の
世

代
に
未
来
を
引
き
継
ぐ
内
容

で
あ
っ
た
。

　

財
政
運
営
に
お
い
て
も
、

健
全
化
へ
の
努
力
が
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
決
算

認
定
に
賛
成
す
る
。

※会計名の後の丸数字は補正回数 （１万円未満切り捨て）

一般会計 ②
72億8069万円 1億2759万円

港湾管理特別会計 ②
1億1019万円 99万円

簡易水道事業特別会計 ②
7440万円 49万円

下水道事業特別会計 ②
3億9389万円 379万円

国保事業勘定特別会計 ②
9億9298万円 187万円

介護保険特別会計 ②
7億1675万円 1399万円

介護サービス事業特別会計 ②
2億5992万円 4万円

後期高齢者医療特別会計 ①
1億1980万円 ※増減なし

病院事業債管理特別会計 ①
8223万円 354万円

水道事業会計 ②
　収益的支出

1億6752万円
　資本的支出

5778万円

31万円

457万円

令和元年度 補正予算の内訳

減

増

増

増

増

増

増

増

増

認
定

その他決まったこと

ふるさと納税寄附金額

広尾町150年記念事業としてなつかしい写真も展示

◎任期満了による教育委員の任命、固定資産評価審査委員の選任
に同意しました。

　教育委員
　　中村孝夫さん（再任）任期：令和元年10月１日から４年間
　固定資産評価審査委員
　　山川揚大さん（再任）任期：令和元年10月４日から３年間
◎基幹システムサーバー機器（サーバー６台外）を745万2000円
で財産取得する議決をしました。

◎基幹システム（システム用ソフト外）を5555万円で財産取得す
る議決をしました。

◎申請により氏に変更があった方の旧氏での印鑑登録、印鑑登録
証明書への旧氏の併記を可能とするため、条例の必要事項の改
正を行いました。

◎法改正に伴い、災害援護資金の償還払猶予規定の追加、償還金
の償還免除事由を追加しました。また、災害弔慰金等の支給に
関し、支給審査委員会の設置規定を定めました。

◎家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部が改正し
たことに伴い、関係条例の必要事項の改正を行いました。

◎成年被後見人等の権利の制限に係る関係法律の公布に伴い、消
防団員の定員等に関する条例の文言・条項の改正を行いました。
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※内容は要約しています。

　

令
和
元
年
度
の
普
通
交
付

税

決

定

額

は
、
31
億
２
，

８
６
３
万
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
べ
て
９
１
３
万
９
，

０
０
０
円
、
０
・
３
％
の
増

と
な
っ
た
。

か
ら
、
町
独
自
に
対
象
を
拡

大
し
、
３
歳
～
５
歳
児
の
す

べ
て
の
世
帯
の
給
食
費
（
副

食
費
）
の
無
償
化
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　

４
月
か
ら
地
方
独
立
行
政

法
人
化
さ
れ
た
広
尾
町
国
保

病
院
は
、
社
会
医
療
法
人	

北
斗　

北
斗
病
院
の
関
連
病

院
と
し
て
、
改
め
て
医
療
提

供
体
制
の
充
実
に
向
け
努
力

を
続
け
て
い
る
。

　

北
斗
病
院
で
は
札
幌
市
な

ど
か
ら
来
る
医
師
の
移
動
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
医
師
を

安
定
的
に
確
保
す
る
方
策
と

し
て
、
と
か
ち
帯
広
空
港
を

発
着
地
と
し
た
小
型
航
空
機

を
活
用
し
て
い
る
が
、
広
尾

町
国
保
病
院
、
北
斗
病
院
双

方
に
お
け
る
安
定
的
な
医
師

派
遣
体
制
確
保
対
策
と
し
て
、

北
斗
病
院
か
ら
近
距
離
に
あ

る
陸
上
自
衛
隊
十
勝
飛
行
場

を
利
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

が
本
年
５
月
に
改
正
さ
れ
、

３
歳

～
５
歳
児
の
年
収

３
６
０
万
円
以
上
の
世
帯
は
、

保
育
料
は
無
料
と
な
り
、
新

た
に
給
食
費
の
み
の
自
己
負

担
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
本
町
の
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
少
子

化
対
策
の
推
進
を
図
る
観
点

普
通
交
付
税
の
決
定

村瀨町長からの

意
見
書
３
件
を
可
決

国
等
へ
提
出

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

③

地
域
交
通
・
生
活
交
通

の
維
持
・
確
保
に
係
る

支
援
に
関
す
る
意
見
書

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

や
鳥
な
ど
が
飲
み
込
み
、
生

態
系
へ
の
影
響
が
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
国
際
的
に

使
い
捨
て
プ
ラ
製
品
の
製
造
・

流
通
の
禁
止
に
踏
み
込
む
流

れ
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

海
の
プ
ラ
ご
み
減
量
の
た

め
、
す
べ
て
の
プ
ラ
製
品
を

再
利
用
可
能
な
も
の
に
す
る

こ
と
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
憲
章
」
に
、

日
本
は
署
名
を
し
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
年
間
９
０
０

万
ト
ン
の
プ
ラ
ご
み
を

排
出
し
て
い
る
日
本
は
、

廃
棄
処
理
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
。

　

政
府
は
、
自
治
体
の

焼
却
施
設
で
広
域
の
産

廃
処
理
を
押
し
付
け
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
国

の
責
任
で
生
産
の
段
階

か
ら
プ
ラ
ご
み
減
量
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

①

市
町
村
へ
の
プ
ラ
ご
み
対

策
の
押
し
付
け
を
や
め
、

ご
み
を
出
さ
な
い
シ
ス
テ

ム
確
立
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
　

旗
手
恵
子
議
員

　

国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
）
は
プ
ラ
ご
み
の
廃
棄
量

年
間
約
３
億
ト
ン
と
推
計
し
、

う
ち
８
０
０
万
ト
ン
以
上
が

海
に
流
出
し
て
い
る
。
特
に
、

「
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
」
を
魚

私たちが今できることは

提
出
者　
　

前
崎
　
茂
議
員

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
地
域
住
民
の
足

と
な
る
路
線
バ
ス
の
役
割
は

非
常
に
大
き
い
が
「
地
域
間

幹
線
系
統
確
保
維
持
費
補
助

金
」
は
、
平
均
乗
車
密
度
が

低
く
な
る
ほ
ど
補
助
金
が
削

減
さ
れ
る
。
広
尾
町
と
帯
広

市
を
結
ぶ
広
尾
線
は
、
国
の

基
準
値
を
下
回
り
、
上
限
額

よ
り
１
割
以
上
減
額
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
補
助
以
外
の

赤
字
分
は
、
沿
線
自
治
体
の

走
行
距
離
に
応
じ
て
負
担
す

る
が
、
本
町
の
負
担
額
は
増

加
し
続
け
、
こ
れ
以
上
は
財

政
上
、
限
界
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
沿
線
市
町
村
の

負
担
軽
減
、
路
線
バ
ス
の
維

持
・
確
保
の
た
め
、「
地
域

提出先
北海道知事～②、衆議

院議長・参議院議長・

内閣総理大臣・総務大

臣～①②③、財務大臣・

文部科学大臣・農林水

産大臣・復興大臣～③、

経済産業大臣・環境大

臣～①③、国土交通大

臣～②③

間
幹
線
系
統
確
保

維
持
費
補
助
金
」

の
現
行
の
補
助
対

象
経
費
上
限
額
の

引
き
上
げ
や
減
額

措
置
を
撤
廃
す
る

こ
と
を
強
く
要
望

す
る
。

提
出
者　
　

浜
頭
　
勝
議
員

　

北
海
道
の
森
林
が
持
つ
多

面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
、
森

林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め

る
こ
と
は
、
雇
用
・
所
得
の

拡
大
に
よ
る
地
方
創
生
に
も

大
き
く
貢
献
す
る
。

　

今
後
、
既
存
の
制
度
や
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た

森
林
整
備
の
推
進
な
ど
が
必

要
で
あ
り
、
次
の
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

①
森
林
整
備
・
治
山
事
業
の

財
源
確
保
、
②
道
や
町
負
担

分
の
起
債
を
可
能
と
す
る
地

方
債
の
特
例
措
置
の
継
続
、

③
森
林
整
備
か
ら
木
材
の
加

工
・
流
通
、
利
用
ま
で
一
体

的
な
取
り
組
み
及
び
林
業
事

業
体
や
人
材
の
育
成
に
必
要

な
支
援
措
置
の
充
実
・
強
化
。

医
師
派
遣
に
伴
う
陸
上
自

衛
隊
十
勝
飛
行
場
の
利
用

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
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次のページは「一般質問」

『音調津の津波対策・バス停・教職員勤務実態』

（２）委員会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

７／11 第２回産業常任委員会 － ○ － － － ○ － － ○ × ○ ○ ○

８／７ 第３回総務常任委員会 ○ － ○ ○ ○ － ○ ○ － － － － ○

８／７ 議会広報編集会議 ○ － － ○ ○ － × ○ － ○ － － －

８／８ 議員定数等に関する調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

８／16 第３回議会広報特別委員会 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － ○

９／３ 第４回議会運営委員会 － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － ○ ○

９／６ 決算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／11 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／12 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／13 議会広報編集会議 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － －

※堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、オブザーバーとして出席しています。
※決算審査特別委員会は議長、議選監査委員を除く議員で構成されています。

賛成：○　　反対：×　　欠：欠席

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議決
結果

浜
野　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

北
藤
利
通

前
崎　

茂

志
村
國
昭

山
谷
照
夫

星
加
廣
保

渡
辺
富
久
馬

小こ

田だ

英
勝

小お

田だ

雅
二

旗
手
恵
子

浜
頭　

勝

堀
田
成
郎

平成30年度一般会計決算認定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ －
認定

（9-3）

平成30年度国保事業勘定特別会計決算認定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ －
認定

（9-3）

平成30年度後期高齢者医療特別会計決算認定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ －
認定

（9-3）

※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。※全会一致した議案の掲載は省略しています。

令和元年 第３回定例会 議案審議結果
●賛否のあった議案（議案名は一部省略しています）

（令和元年６月定例会終了後～令和元年９月定例会まで）

議員の会議等出欠状況をお知らせします

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

９／６ 第３回定例会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／10 第３回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／13 第３回定例会（決算認定、意見書など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ３日 出席日数計 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

６／18 議会報告会（豊似・１班） ○ － － － ○ ○ × － － ○ ○ ○ ○

６／18 議会報告会（コミセン・全議員） ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

6/25～26 全道議員研修会（札幌市） × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○

７／９ 全道新任議員研修会（札幌市） ○ ○ － － － － － － － － － － －

７／12 議会モニター会議（１班） ○ － － － ○ ○ ○ － － 早 ○ ○ ○

９／10 第６回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外（３）議員協議会・研修・その他
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山
や ま

谷
や

照夫 議員

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
ク
ラ
ス
、
津
波

の
高
さ
30
メ
ー
ト
ル
超
と
予

想
さ
れ
る
十
勝
沖
、
根
室
沖

を
含
む
千
島
海
溝
沿
い
超
巨

大
地
震
に
対
し
、
特
に
孤
立

が
懸
念
さ
れ
る
音
調
津
地
区

の
避
難
所
で
あ
る
音
調
津
定

置
番
屋
と
音
調
津
総
合
セ
ン

タ
ー
の
２
か
所
に
つ
い
て
は
、

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

　

町
は
、
こ
の
課
題
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
１

つ
に
、
広
尾
町
強
靱
化
計
画

策
定
の
中
で
の
対
策
は
。
２

つ
に
、
ス
キ
ー
場
跡
地
な
ど

の
避
難
場
所
に
最
低
限
の
建

物
や
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
考

え
は
。
さ
ら
に
、
既
存
の
公

共
施
設
で
あ
る
葬
斎
場
を
一

時
的
避
難
所
と
し
て
利
用
す

る
考
え
は
な
い
か
。

一 般 質 問

町
内
会
な
ど
に

　
　

相
談
し
て
進
め
る

ど
う
す
る
？

　

音
調
津
地
区
の
津
波
対
策

町
長村

瀨
町
長

答
弁

質
問

　

音
調
津
地
区
は
、
ス
キ
ー

場
跡
地
、
音
調
津
陣
屋
線
駐

車
帯
が
緊
急
避
難
場
所
と
な
っ

て
い
る
。
ス
キ
ー
場
跡
地
の

防
災
保
管
庫
に
は
、
食
料
、

飲
料
水
、
生
活
用
品
等
が
備

蓄
さ
れ
て
い
る

が
、
音
調
津
地

区
の
孤
立
が
予

想
さ
れ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、

防
災
資
機
材
等

を
は
じ
め
、
備

蓄
品
の
再
点
検

も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

建
物
や
ト
イ

レ
の
設
置
は
、

日
常
の
維
持
管

理
も
あ
る
た
め
、

町
内
会
含
め
自

主
防
災
会
と
相

談
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
強
靱
化
計
画
に
も
位

置
づ
け
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。
葬
斎
場
の
活
用
は
、
方

法
や
耐
震
化
も
含
め
、
今
後

の
課
題
と
す
る
。

一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長など執行機関の考え方について、
報告を求めたり、疑問をただすことです。

広尾町議会では１回目は一括質問方式、2回目以降は
一問一答方式となっています。

※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

９月定例会では、
５人の議員が一般質問を
行いました。

広尾サンタランドマスコットキャラクター

「さーたちゃん」
●一般質問　項目一覧

小
お

田
だ

雅二議員

ＩＲ（カジノ）に反対のメッセージを Ｐ12

議選監査委員の義務づけ緩和への対応は
Ｐ13

子供農山漁村ホームステイ事業　対象を特
定化する意味とは

浜頭　勝議員 集約した大きな公園を作るべき Ｐ14

山谷照夫議員 どうする？音調津地区の津波対策 Ｐ10

前崎　茂議員
高齢者にやさしいバス停留所を

Ｐ11
教職員の時間外勤務時数の把握は

旗手恵子議員 医療機関の税負担解消を図るよう国に要望
すべき

Ｐ12

所
に
椅
子
等
を
設
置
す
べ
き

で
は
。

食料等が保管されている防災保管庫（スキー場跡地）

※広尾町強靱化計画
　大規模自然災害への対応を見据えつつ、産業、交通、エネルギー、まちづくり
など幅広い分野における機能の強化を平時の段階から図ろうとする計画で、本
町は令和元年10月に策定しました。

※
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教
育
長

次のページも「一般質問」

『国保病院・ＩＲ（カジノ）・監査委員・ホームステイ』
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質
問

本
町
の
75
歳
以
上

の
割
合
は
21
％
で
、

５
人
に
１
人
以
上
と
な
り
、

運
転
免
許
証
の
返
納
数
も
年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
高
齢
者
の
バ

ス
利
用
が
増
加
し
て
い
る
が
、

バ
ス
停
留
所
で
待
っ
て
い
る

間
、
縁
石
な
ど
に
座
っ
て
い

る
方
を
見
か
け
る
。
あ
る
高

齢
の
方
か
ら
、「
腰
痛
で
５
分
、

10
分
立
っ
て
い
る
の
が
つ
ら

い
。
椅
子
な
ど
を
置
い
て
も

ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
高
齢

者
に
や
さ
し
い
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
も
、
バ
ス
停
留

高齢者にやさしいまちづくりのために

村
瀨
町
長

答
弁

所
に
椅
子
等
を
設
置
す
べ
き

で
は
。

　

バ
ス
停
留
所
へ
の
椅
子
の

設
置
に
際
し
て
の
課
題
は
、

国
道
や
道
道
に
置
く
場
合
、

国
や
北
海
道
に
道
路
占
用
許

可
の
協
議
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
設
置
し
た
椅
子
等
が

道
路
を
走
行
す
る
車
両
や
通

行
人
な
ど
に
危
険
を
及
ぼ
す

こ
と
が
な
い
よ
う
、
安
全
対

策
を
万
全
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
日
常
的
な
管
理
は
、

地
域
住
民
や
周
辺
事
業
所
の

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

「
広
尾
町
立
学
校
職
員

勤
務
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用

教
職
員
の
時
間
外

　
　
　
　

勤
務
時
数
の
把
握
は

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

菅
原
教
育
長

答
弁

質
問

道
教
育
委
員
会
は

「
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
」
を
策
定
し
た
。

　

本
町
で
も
昨
年
６
月
の
一

般
質
問
で
取
り
上
げ
、
教
職

員
の
時
間
外
勤
務
時
数
に
つ

い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、「
労

働
安
全
衛
生
法
」
の
改
正
に

よ
り
、
本
年
４
月
か
ら
、
管

理
者
も
含
め
て
時
間
外
勤
務

時
数
は
、
原
則
月
45
時
間
、

年
３
６
０
時
間
ま
で
と
し
て

い
る
。

　

北
広
島
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
、
士
別
市
で
は
指
紋
認

証
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

る
が
、
本
町
は
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

管
理
者
を
含
め
教
職
員
の
時

間
外
勤
務
時
数
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　

教
職
員
の
勤
務
実
態
把
握

は
、
昨
年
２
学
期
よ
り
教
育

委
員
会
職
員
が
作
成
し
た
「
広

尾
町
立
学
校
職
員
勤
務
管
理

シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
。
出
退

勤
時
に
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
自
動
的
に

集
計
が
行
わ
れ
、
１
週
間
の

広尾町教育委員会の職員が作成した勤務管理ソフト

勤
務
時
間
が
グ
ラ
フ

で
表
さ
れ
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

　

時
間
外
勤
務
時
数

に
つ
い
て
は
、
町
内

３
校
の
う
ち
２
校
が

上
限
の
月
45
時
間
を

超
え
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

　

町
は
、「
広
尾
町

働
き
方
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
」
を
今

年
４
月
に
改
定
。
ま

た
、
現
在
策
定
中
の

「
広
尾
町
立
学
校
の
部
活
動

の
あ
り
方
に
関
す
る
方
針
」

の
実
施
や
、
各
種
教
育
関
係

団
体
の
見
直
し
、
整
理
統
合

に
よ
り
会
議
等
の
削
減
、
指

導
要
録
の
シ
ス
テ
ム
化
等
、

現
場
と
十
分
調
整
を
し
な
が

ら
、
月
45
時
間
を
ク
リ
ア
し
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
努
め

た
い
。

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

高齢者にやさしいバス停留所を

可能な箇所にはベンチ等を設置したい町長

　

現
在
、
町
内
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
個
人

の
方
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
町
内
数
か
所
の

歩
道
脇
に
ベ
ン
チ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

バ
ス
停
留
所
周
辺
の

状
況
を
調
査
し
た
上

で
、
設
置
可
能
と
判

断
さ
れ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
取
り
進
め
て

い
き
、
通
院
や
買
い

物
な
ど
に
安
心
し
て

路
線
バ
ス
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
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村
瀨
町
長

答
弁

質
問

公
的
保
険
医
療
は
、

消
費
税
「
非
課
税
」

と
さ
れ
、
医
療
機
関
は
患
者

か
ら
消
費
税
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
が
、
診
療
に
必
要
な

機
器
や
消
耗
品
の
購
入
に
係

る
消
費
税
は
、
診
療
報
酬
の

上
乗
せ
で
、
補
て
ん
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
高

度
医
療
機
器
や
施
設
整
備
で

高
額
な
投
資
を
行
う
と
、
補

て
ん
不
足
と
な
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
。

　

町
立
病
院
の
過
去
５
年
間

の
消
費
税
損
税
額
と
消
費
税

10
％
後
の
負
担
増
見
込
み
額

は
い
く
ら
か
。

　

国
は
消
費
税
10
％
増
税
に

向
け
「
診
療
報
酬
の
配
点
方

法
を
精
緻
化
す
る
」
こ
と
で

医
療
機
関
種
別
の
補
て
ん
の

ば
ら
つ
き
は
是
正
さ
れ
る
と

し
て
い
る
が
、
実
態
は
。

　

消
費
税
増
税
中
止
と
、
個
々

年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

消費税
損税額

1,680万1,000円 1,901万9,000円 1,445万7,000円 1,536万5,000円 2,045万6,000円

の
医
療
機
関
の
消
費
税
負
担

額
を
還
付
す
る
「
ゼ
ロ
税
率
」

を
適
用
し
、
負
担
解
消
を
図

る
よ
う
、
国
に
要
望
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

町
立
病
院
の
過
去
５
年
間

の
消
費
税
損
税
額
は
【
下
表

の
と
お
り
】
で
あ
り
、
10
％

増
税
後
の
負
担
増
の
見
込
額

は
42
万
7
千
円
。

　

医
療
機
関
の
消
費
税
負
担

は
診
療
報
酬
に
上
乗
せ
す
る

だ
け
の
現
在
の
方
法
で
は
解

決
し
な
い
。
控
除
対
象
外
消

費
税
が
発
生
し
な
い
仕
組
み

と
し
て
、
消
費
税
法
を
改
正

し
、
保
険
診
療
を
課
税
と
し

て
患
者
負
担
を
増
や
さ
な
い

ゼ
ロ
税
率
で
課
税
取
引
に
す

る
こ
と
で
、
医
療
機
関
が
支

払
っ
た
消
費
税
は
全
額
控
除

旗
は た

手
て

恵子 議員

国
が
さ
ら
な
る
施
策
を

進
め
る
よ
う
要
望
す
る

医
療
機
関
の
税
負
担
解
消
を

図
る
よ
う
国
に
要
望
す
べ
き

町
長

さ
れ
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
れ
ば

還
付
さ
れ
る
仕
組
み
も
提
案

さ
れ
て
い
る
。
国
が
さ
ら
な

る
施
策
を
進
め
る
よ
う
、
町

と
し
て
も
要
望
し
て
い
く
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

道
は
、
カ
ジ
ノ
を

中
心
と
し
た
複
合

観
光
施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
の
誘
致

を
検
討
中
で
あ
り
、
説
明
会

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
誘
致
に
肯

定
的
な
意
見
が
６
割
か
ら
８

割
と
し
て
い
る
が
、
道
新
に

よ
る
世
論
調
査
で
は
約
７
割

の
人
が
反
対
と
い
う
全
く
逆

の
結
果
が
出
て
い
る
。

　

将
来
に
対
し
て
責
任
あ
る

大
人
と
し
て
、
ま
た
北
海
道

を
構
成
す
る
一
つ
の
自
治
体

の
首
長
と
し
て
明
確
な
考
え

を
住
民
に
示
す
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。
サ
ン
タ
ラ
ン
ド

か
ら
の
カ
ジ
ノ
に
対
す
る
反

小
お

田
だ

雅二 議員

ＩＲ（カジノ）に
　　　　反対のメッセージを

北海道の動向を見守りたい町長

　

平
成
28
年
に
、
通
称
カ
ジ

ノ
法
案
が
成
立
。
カ
ジ
ノ
の

ほ
か
、
ホ
テ
ル
や
映
画
館
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど

複
合
集
客
施
設
を
つ
く
り
、

特
に
外
国
人
観
光
客
を
呼
び

込
み
、
日
本
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
目
的
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
カ
ジ
ノ
を
含
む

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
の
誘
致
に

よ
り
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

の
増
加
や
、
多
く
の
人
々
が

集
ま
る
た
め
犯
罪
が
起
こ
り

や
す
く
治
安
が
悪
化
す
る
の

対
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
が
ど
う
か
。

で
は
と
の
声
が
あ
る
。

　

道
が
今
後
、
道
内

誘
致
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
予
定
の

た
め
、
集
計
結
果
を

注
視
し
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
政
策
の

問
題
は
、
道
が
判
断

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
町
と
し
て
は
直
接

的
に
関
わ
る
と
こ
ろ

で
は
な
い
た
め
、
道

の
動
向
を
見
守
り
た

い
。

町国保病院の消費税損税額

・開催期間：平成31年１月～３月 
・開催地域：７地域（札幌、釧路、苫小牧、帯広、函館、網走、旭川）
・来場者数：307人
・回答者数：210人（うち男性175人、女性35人）

●北海道誘致で期待する効果（複数回答可）

　雇用の増加（60％）、観光客の増加（67％）、地域・

産業の活性化（60％）、道や市町村の財政向上

（48％）、カジノを利用することができる（８％）、

関連施設を利用することができる（31％）、特

にない（８％）、その他（10％）

●北海道誘致で影響が懸念されること（複数回答可）

　治安の悪化（35％）、依存症患者の増加（31％）、

青少年に悪影響を及ぼす（27％）、自然環境が

破壊される（27％）、特にない（32％）、その他（20％）

無回答
１人（１％）

どちらでも
ない・わか
らない

40人（19％）

懸念が大きい
45人（21％）

期待が大きい
124人（59％）

北海道ホームページより

※

※ゼロ税率
　税率をゼロ％にして課税すること。保険診療報酬がゼロ税率の適用となれば、患者・医
療機関に税負担は生じない。消費税納税額の算出上、支出した消費税は全額控除される
ため、多くの医療機関で消費税が還付され、控除額の申告作業が煩雑になるが患者負担
を増やすことなく損税問題を解消できるとされる。
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こ
の
事
業
は
、
相

手
方
の
航
空
運
賃

や
宿
泊
費
用
等
を
ほ
ぼ
全
額

広
尾
町
負
担
と
い
う
こ
と
か

ら
、
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

な
ぜ
荒
川
区
内
の
小
学
校
に

特
定
を
し
て
い
る
の
か
。
い

ろ
ん
な
地
域
の
学
校
と
の
交

流
が
こ
の
事
業
自
体
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　

ま
た
、
被
災
地
で
あ
る
福

島
県
の
、
外
で
自
由
に
遊
べ

な
い
子
供
た
ち
を
招
待
し
て

十
勝
の
自
然
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
保
養
事
業
が
帯
広
市
を

含
め
、
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
。
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の
ま
ち

と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
形
で

推
し
進
め
る
こ
と
も
可
能
で
、

偏
ら
な
い
選
定
が
こ
の
事
業

に
は
必
要
で
は
な
い
か
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

議選監査委員の義務づけ緩和への対応は

小
お

田
だ

雅二 議員

必要に応じて理事者双方で協議をしていく町長

役場庁舎３階にある監査委員室

　

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
事

業
は
、
国
の
認
定
を
受
け
た

地
域
再
生
計
画
に
織
り
込
ま

れ
て
い
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事

業
で
あ
る
。

２
年
前
の
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正

で
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ

る
監
査
委
員
の
選
出
の
義
務

付
け
が
な
く
な
り
、
各
自
治

体
の
判
断
と
な
っ
た
。

　

監
査
委
員
は
、
専
門
性
や

独
立
性
の
あ
る
監
査
機
能
を

重
視
す
る
こ
と
と
し
、
議
会

は
、
議
会
と
し
て
の
監
視
に

集
中
し
、
議
会
自
体
の
機
能

強
化
に
励
み
な
さ
い
と
い
う

趣
旨
か
ら
の
地
方
自
治
法
の

改
正
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
庁

内
で
の
論
議
は
あ
っ
た
の
か
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

ま
た
、
議
会
選
出
監
査
委
員

を
指
名
提
案
す
る
側
の
町
の

立
場
か
ら
の
考
え
を
求
め
る
。

　

地
方
自
治
法
改
正
に
至
っ

た
理
由
と
し
て
、
監
査
委
員

と
し
て
の
専
門
性
や
独
立
性

な
ど
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
一
方
で
議
選
監
査
委

員
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
幅

広
く
行
政
を
監
視
す
る
議
員

は
、
財
政
会
計
に
お
い
て
も

実
効
性
の
あ
る
監
査
を
期
待

で
き
る
。
２
つ
目
に
、
住
民

代
表
と
し
て
執
行
機

関
に
対
す
る
権
威
、

責
任
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
議
選
監
査
委

員
の
廃
止
の
議
論
に

つ
い
て
、
庁
内
で
の

協
議
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
議
会
の
中
で

も
十
分
に
議
論
を
し

て
い
た
だ
き
、
必
要

に
応
じ
て
理
事
者
双

方
で
協
議
を
し
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

交
流
事
業
は
長
く
続
け
て

　
　
　
　

成
果
が
出
る
た
め

子
供
農
山
漁
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

対
象
を
特
定
化
す
る
意
味
と
は

小
お

田
だ

雅二 議員

　

対
象
を
荒
川
区
と

し
て
い
る
の
は
、
広

尾
町
の
出
身
者
が
そ

こ
で
活
躍
を
し
て
い

る
と
い
う
き
っ
か
け

が
あ
り
、
地
域
の
交

流
事
業
は
短
期
間
で

変
え
る
も
の
で
は
な

く
、
長
く
続
け
て
初

め
て
さ
ま
ざ
ま
な
成

果
が
生
ま
れ
て
く
る

も
の
と
考
え
る
。
ま

た
、
他
の
地
域
で
は

財
源
手
当
含
め
、
新

た
な
事
業
設
計
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
現
在
は
考
え

て
い
な
い
。

　

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の
ま
ち
と

し
て
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
健

や
か
に
育
て
て
い
く
か
、
違

う
方
向
で
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
事

業
と
し
て
の
位
置
付
け
で
進

め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

町
長

荒川区の子どもたち
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村
瀨
町
長

答
弁

質
問

町
内
に
は
丸
山
公

園
を
は
じ
め
色
々

な
公
園
が
あ
り
、
使
わ
れ
方

も
様
々
で
あ
る
。
た
だ
、
遊

具
に
関
し
て
は
、
あ
り
き
た

り
な
も
の
が
多
く
保
護
者
達

は
他
町
村
の
公
園
に
行
く
よ

う
な
状
況
に
あ
り
、
公
園
の

数
よ
り
も
、
１
箇
所
で
良
い

か
ら
子
供
た
ち
が
色
々
な
遊

び
が
で
き
る
大
き
な
公
園
が

欲
し
い
と
い
う
声
が
多
数
あ

る
。
さ
ら
に
「
広
尾
の
子
は

広
尾
で
育
て
る
」
を
掲
げ
て

い
る
本
町
で
あ
る
。

　

ま
た
、
公
園
は
災
害
時
に

は
色
々
な
使
わ
れ
方
を
さ
れ

る
こ
と
で
、
防
災
・
減
災
の

観
点
か
ら
も
大
事
で
あ
り
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

町
民
み
ん
な
が
楽
し
く
集
え

る
大
き
な
公
園
は
必
要
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　

町
内
に
は
、
丸
山
公
園
、

新
丸
山
公
園
の
ほ
か
、
市
街

地
に
６
か
所
の
公
園
が
あ
る
。

今
後
の
大
規
模
な
整
備
は
、

費
用
面
か
ら
す
ぐ
に
は
計
画

で
き
な
い
が
、
第
６
次
ま
ち

づ
く
り
計
画
（
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
10

年
間
）
で
も
、
町
民
の
交
流

の
核
と
な
る
よ
う
、
整
備
や

他
の
施
設
と
の
連
携
等
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
を
検
討
し
た

い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
特
に
期
待
を
す
る
こ

と
」
に
つ
い
て
、「
子
ど
も

が
楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を
増

や
し
て
ほ
し
い
」
が
70
％
弱

の
回
答
だ
っ
た
。
こ
う
い
っ

た
声
を
計
画
に
盛
り
込
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

使
命
を
果
た
し
た
事
業
の

見
直
し
な
ど
、
今
の
時
代
に

合
っ
た
政
策
を
立
案
し
、
財

政
の
規
律
と
子
育
て
支
援
の

両
面
を
に
ら
み
合
わ
せ
て
考

え
て
い
き
た
い
。

十勝神社敷地と隣接した丸山公園の遊具

第
６
次
ま
ち
づ
く
り

計
画
で
検
討
し
た
い

集
約
し
た
大
き
な

公
園
を
作
る
べ
き

浜
はまがしら

頭　勝 議員

町
長

ごみ処理手数料改正方針
適正な料金を

収支バランス改善へ 第６回

議員

協議会
９/10

　

家
庭
ご
み
収
集
運
搬
費
用

の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す

る
た
め
、
平
成
15
年
度
か
ら

据
え
置
い
て
き
た
ご
み
処
理

手
数
料
を
令
和
２
年
７
月
か

ら
改
正
す
る
予
定
で
あ
る
と

町
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
初
ご
み
収
集
運
搬
委
託

料
は
５
割
程
度
を
ご
み
袋
の

売
上
額
で
賄
う
予
定
で
し
た

が
、
人
口
減
少
や
ご
み
の
減

量
化
、
本
・
雑
誌
類
の
資
源

ご
み
収
集
費
用
の

負
担
を
５
割
へ

化
な
ど
に
よ
り
、
ご
み
袋
の

売
上
額
が
減
少
と
な
り
、
ご

み
収
集
費
用
と
の
収
支
バ
ラ

ン
ス
が
悪
化
し
、
平
成
30
年

度
は
予
定
の
半
分
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

　

町
は
「
事
務
事
業
の
見
直

し
に
よ
る
適
正
な
手
数
料
改

正
」
を
必
要
と
し
、
12
月
開

催
予
定
の
定
例
会
に
お
い
て

条
例
改
正
案
を
提
出
す
る
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

※
１
袋

：

10
円
～
50
円
の
値

上
げ
予
定

ごみ収集委託料・ごみ袋売上額一覧
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十勝管内各町村の議員定数・議員報酬
（令和元年９月６日現在）

町村名
人口 議員

定数

議　員　報　酬　（単位：円）

(Ｒ元・９月末） 議　長 順位 副議長 順位 議　員 順位

音更町 44,377人 20人 397,000 1 321,000 1 281,000 1

幕別町 26,637人 19人 323,000 2 258,000 2 212,000 2

芽室町 18,497人 16人 306,000 6 244,000 6 204,000 5

清水町 9,375人 13人 275,000 15 219,000 14 183,000 14

本別町 6,948人 12人 292,000 11 230,000 11 185,000 9

足寄町 6,822人 13人 300,000 7 235,000 7 188,000 7

広尾町 6,694人 13人 294,000 10 235,000 7 185,000 9

池田町 6,627人 12人 296,000 8 234,000 9 185,000 9

士幌町 6,078人 12人 310,000 5 245,000 5 195,000 6

新得町 5,992人 12人 296,000 8 233,000 10 188,000 7

大樹町 5,527人 12人 286,000 12 227,000 12 185,000 9

鹿追町 5,365人 11人 316,000 4 249,000 4 205,000 4

上士幌町 4,957人 11人 261,000 17 210,000 17 165,000 17

浦幌町 4,637人 11人 318,000 3 254,000 3 212,000 2

中札内村 3,917人 8人 267,000 16 211,000 16 169,000 16

更別村 3,174人 8人 258,000 18 203,000 18 162,000 18

豊頃町 3,146人 9人 281,000 14 225,000 13 185,000 9

陸別町 2,366人 8人 286,000 12 217,000 15 175,000 15

議員定数現状維持の賛否

委員名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

こ
だ

お
だ

旗
手

浜
頭

堀
田

賛　否 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 欠 － －

※堀田議員は議長、浜頭委員は委員長のため、採決に加わりません。

賛成：○　反対：×　欠：欠席

議員定数等に関する
調査特別委員会報告書（概要）

委 員 長　浜頭　勝　副委員長　小
お

田
だ

　雅二

　平成29年第３回定例会（９月15日）において設置された
本委員会より、令和元年第３回定例会で調査結果の報告が
なされました。
　概要は以下のとおりです。
　なお、委員長報告後、議長の調査終了宣告により本委員
会は消滅しました。

議員報酬

決
定

議員定数

現状維持

　

全
国
の
町
村
で
議
員
の
な

り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
本
町
に
お
い
て
も
平
成

28
年
執
行
の
町
議
会
議
員
選

挙
で
は
無
投
票
当
選
と
な
っ

て
い
る
。
議
員
の
な
り
手
不

足
は
、
議
員
定
数
と
議
員
報

酬
に
つ
い
て
も
大
き
く
関
わ

る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

議
長
を
除
く
全
議
員
に
よ
る

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

本
町
の
適
正
な
議
員
定
数
及

び
議
員
報
酬
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

適
正
な
議
員
定
数
や
議
員

報
酬
を
検
討
す
る
た
め
に
、議

員
研
修
会
を
開
催
し
、
ま
た
、

町
民
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、

議
会
報
告
会
や
議
会
懇
談
会

な
ど
で
意
見
や
要
望
を
受
け

ま
し
た
。

議
員
定
数

　

町
民
か
ら
は
、
定
数
を
減

ら
し
た
場
合
に
意
見
が
偏
る

こ
と
を
危
惧
す
る
発
言
や
、

人
口
減
に
合
わ
せ
て
議
員
を

減
ら
す
べ
き
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
住

民
か
ら
の
意
見
や
要

望
を
把
握
す
る
機
会

が
減
少
し
、
民
意
を
反
映
す

る
機
能
が
低
下
す
る
」、「
活

発
な
議
論
に
よ
り
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
べ
き
で

あ
り
、
議
論
に
必
要
な
人
数

と
し
て
現
状
維
持
と
す
べ
き
」

や
、「
人
口
減
が
進
ん
で
い

る
現
状
で
あ
り
、
議
員
定
数

を
減
ら
す
べ
き
」
な
ど
、
現

状
維
持
と
定
数
減
の
両
方
に

つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
現
状
維
持
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
議
員
報
酬

　

町
民
か
ら
は
報
酬
増
に
よ
っ

て
議
会
の
活
発
化
を
期
待
す

る
意
見
や
町
の
財
政
状
況
が

厳
し
い
中
、
報
酬
増

に
伴
う
町
民
負
担
を

危
惧
す
る
意
見
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
町

の
財
政
状
況
か
ら
上

げ
る
環
境
に
な
い
」、

「
懇
談
会
で
の
意
見

は
現
状
維
持
が
大
勢

と
な
っ
て
い
る
」、「
活

動
に
見
合
っ
た
報
酬

の
額
と
な
っ
て
い
る
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

現
状
維
持
と
決
定
し

ま
し
た
。

来年は改選期となります

※人口は、北海道ホームページより



16
広尾町議会だより　№173広尾町議会だより　№192

16

総務常任委員会

委員長　北藤利通　副委員長　前崎　茂

調査日　令和元年８月７日

社会教育施設の
現状と課題

　

社
会
教
育
施
設
に
は
、
水

銀
灯
や
蛍
光
灯
を
使
用
し
た

照
明
器
具
が
多
数
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
製
造
中
止
等
に

よ
り
将
来
的
に
入
手
困
難
が

想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

今
後
の
在
庫
の
動
向
に
よ
っ

て
は
、
施
設
の
改
修
を
急
ぐ

必
要
が
あ
り
、
費
用
面
も
今

後
の
重
要
な
課
題
と
な
る
。

　

社
会
教
育
課
が
管
理
す
る

全
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
係
る

費
用
総
額
は
、
９
，
３
７
０

万
円
。
施
設
の
改
修
費
全
体

で
は
約
２
億
８
，
５
０
０
万

円
が
見
込
ま
れ
る
。

民
間
の
経
営
手
法
の
検

討
は
行
っ
て
い
な
い
が

　常任委員会　所管事務調査

今
後
検
討
す
る
。

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

は
近
年
利
用
者
が
増
加

傾
向
で
あ
り
、
屋
根
の
改
修

を
速
や
か
に
行
う
べ
き
で
は
。

屋
根
の
改
修
は
、
当
面
、

小
破
修
繕
で
対
応
す
る
。

問答

使
用
不
能
の
も
の
は
速

や
か
に
撤
去
す
べ
き
。

問答 キ
ャ
ン
プ
場
の
今
後
は
。

規
模
を
縮
小
し
て
も
維

持
管
理
費
が
か
か
る
。

キ
ャ
ン
プ
関
連
企
業
の

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
参

問答 施
設
の
取
捨
選
択
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

考
に
、
ニ
ー
ズ
や
規
模
の
見

直
し
が
必
要
で
は
。

老朽化し、一部使用禁止となるファミリーキャビン

課
題
と
改
修
等
費
用

　

野
外
活
動
施
設
（
キ
ャ

ン
プ
場
）
は
、
昭
和
54

年
に
建
設
さ
れ
、
平
成

６
年
に
増
設
と
補
修
を

行
っ
た
以
降
は
改
修
し

て
い
な
い
。
今
後
の
改

修
費
用
合
計
は
約
６
，

０
０
０
万
円
を
見
込
み
、

運
営
継
続
に
は
、
安
全

確
保
の
た
め
フ
ェ
ン
ス

や
ト
イ
レ
、
給
排
水
に

係
る
部
分
の
改
修
が
必

要
と
な
る
。
受
付
の
Ｄ

型
ハ
ウ
ス
も
塗
装
し
な
け
れ

ば
、
冬
期
間
の
積
雪
に
よ
り

倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ゴ

ミ
の
集
積
場
も
老
朽
化
が
激

し
く
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ビ

ン
や
テ
ン
ト
サ
イ
ト
は
、
木

材
が
腐
食
し
、
一
部
を
使
用

禁
止
に
し
て
い
る
。

　

利
用
状
況
は
、
昭
和
59
年

に
年
間
２
万
人
近
い
利
用
者

が
あ
っ
た
が
、
近
年
の
利
用

者
は
１
，
０
０
０
人
程
度
に

と
ど
ま
り
、
こ
の
う
ち
町
民

は
50
人
程
度
で
あ
る
。
収
入

は
、
年
間
約
40
万
円
、
修
繕

や
改
修
費
を
除
く
維
持
管
理

経
費
は
、
年
間
約
３
５
０
万

円
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
現
状

施設名 建設年度 今後の課題 改修費用

野外活動施設
（キャンプ場）

昭和54年
屋根、外壁塗装工事・ＬＥＤ化
浄化槽機器更新・フェンス改修

5,943万円

勤労者体育センター
（体育館）

昭和57年 屋根葺き替え・ＬＥＤ化 3,870万円

海洋博物館 昭和59年 トイレ洋式化・ＬＥＤ化 1,050万円

伝習館 昭和58年 ＬＥＤ化 520万円

広尾町民プール 平成２年
ボイラー更新・ＬＥＤ化
水槽全面塗膜防水

2,520万円

豊似地域ふれあいプール 平成10年 ボイラー更新・ＬＥＤ化 1,235万円

野塚公民館 昭和45年 ＬＥＤ化 90万円

高齢者健康増進センター 平成４年 ＬＥＤ化 580万円

コミュニティグリーンパーク 平成４年 ＬＥＤ化 4,100万円

町営丸山球場 昭和47年 フェンス、グラウンド改修 2,000万円

町営スキー場 昭和46年 リフト更新・ロッジＬＥＤ化 1,040万円

音調津総合センター 昭和55年 ＬＥＤ化 210万円

児童福祉会館 昭和41年 移動図書館車、音響機器更新 4,000万円

～老朽化したキャンプ場の今後は～

恵
ま
れ
た
環
境
を
ど
う

活
か
し
て
交
流
人
口
の

増
加
を
図
る
か
、
様
々
な
観

点
か
ら
研
究
・
検
討
し
、
最

も
良
い
形
を
提
案
し
て
欲
し
い
。

問答

民
間
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

や
交
流
人
口
の
増
加
の

方
策
な
ど
、
研
究
し
提
案
し

た
い
。

※一部のみ掲載
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ぎかいトピックス」

調査日　令和元年７月11日

ひろお

産業常任委員会

委員長　小
こ

田
だ

英勝　副委員長　山谷照夫

具
体
的
な
事
業

①
観
光
協
会
へ
の
補
助

　

町
内
観
光
関
連
業
者
の
育

成
指
導
や
、
友
好
都
市
の
ま

つ
り
等
で
広
尾
町
の
観
光
物

産
の
宣
伝
紹
介
を
行
い
、
観

光
資
源
の
開
発
及
び
観
光
客

の
誘
致
を
図
っ
て
い
る
。

②
広
尾
町
応
援
リ
ー
ダ
ー

　

広
尾
町
出
身
者
や
縁
の
あ

る
人
を
「
広
尾
町
応
援
リ
ー

ダ
ー
」
に
委
嘱
し
、
広
尾
町

の
観
光
資
源
や
特
産
品
等
の

知
名
度
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
６
月
１
日
現
在
、

26
名
に
委
嘱
。

③
広
域
観
光
の
推
進

観光振興と各種
イベントの実施状況

　

四
町
広
域
宣
伝
協
議

会
（
広
尾
町
及
び
日
高

３
町
）
は
、
国
内
外
観

光
客
誘
致
の
た
め
、
異

業
種
交
流
研
修
事
業
や

四
町
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
増
刷
、
え
り
も
岬

周
辺
を
舞
台
と
す
る
映

画
製
作
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
各
種
活
動
を

し
て
い
る
。

　

日
高
東
部
・
十
勝
南

部
広
域
連
携
推
進
協
議

会
（
日
高
東
部
３
町
及

観光客が集まるフンベの滝

舞
、
ポ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行

わ
れ
る
。

【
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
】
仮

装
盆
踊
大
会
、
陣
屋
太
鼓
な

ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

③
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
ツ
リ
ー
点

灯
式

：

飲
食
物
や
ク
リ
ス

マ
ス
雑
貨
が
販
売
さ
れ
る
ほ

か
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
合

唱
や
花
火
の
打
ち
上
げ
が
行

わ
れ
る
。

④
毛
が
に
ま
つ
り

：

毛
が

に
の
大
釜
茹
で
、
毛
が
に
汁
、

広
尾
町
の
ほ
か
芽
室
町
、
長

崎
県
西
海
市
の
特
産
品
の
販

売
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

を
行
い
、
町
外
か
ら
も
多
く

の
来
場
が
あ
る
。

①
つ
つ
じ
ま
つ
り

：

商
工
会
青
年
部
が
中
心

と
な
り
、
農
協
、
漁
協
、

商
工
会
の
各
女
性
部
の

協
力
で
実
施
し
て
い
る
。

②
十
勝
港
ま
つ
り

【
海
上
花
火
大
会
】
十

勝
管
内
で
唯
一
、
港
で

開
催
さ
れ
る
花
火
大

会
。
巡
視
船
体
験
航
海
、

YOSAKOI

ソ
ー
ラ
ン
演

問答

高
齢
者
や
足
の
不
自
由

な
方
等
が
優
先
だ
が
、

つ
つ
じ
ま
つ
り
の
送
迎

車
両
の
対
象
者
は
。

観
光
振
興

各
種
イ
ベ
ン
ト

サンタランドツリー点灯式のようす

び
十
勝
南
部
６
市
町
村
）
は
、

「
日
勝
半
島
」
を
北
海
道
の

新
し
い
観
光
圏
と
し
て
位
置

付
け
、
広
域
観
光
振
興
事
業

や
交
通
体
系
の
整
備
に
関
す

る
提
案
、
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
人
観

光
体
験
調
査
員
を
誘
致
し
た

観
光
課
題
の
抽
出
と
分
析
で

は
、
冬
季
間
の
フ
ン
ベ
の
滝

は
高
評
価
を
得
た
。

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
事
業

　

広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
が
誕

生
し
35
年
を
迎
え
る
が
、
サ

ン
タ
ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い

新
た
な
事
業
展
開
が
望
ま
れ

て
い
る
。
平
成
30
年
度
来
場

者
数
は
１
万
１
，
１
１
３
人
。

特
に
制
限
は
な
い
。

問答

警
備
の
人
員
増
と
、
通

路
の
安
全
確
保
の
た
め

点
灯
式
の
予
算
額
増
の

理
由
は
。

の
レ
ン
タ
ル
照
明
費
用
、
合

唱
す
る
園
児
の
衣
装
代
に
よ

り
増
額
と
な
っ
た
。

問答

崖
側
は
北
海
道
森
林
管

理
局
。
道
路
側
は
、
帯

広
開
発
建
設
部
の
道
路
事
務

所
と
協
議
を
し
て
草
刈
を
行
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

フ
ン
ベ
の
滝
周
辺
の
管

理
所
管
は
。
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議
場deコンサート開催♫
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【９月】
３日　第４回議会運営委員会
４日　市街地区敬老会
６日　第３回広尾町議会定例会（～13日）
８日　福祉まつり
10日　第６回議員協議会
13日　議会広報編集会議
19日　特養・老人ホーム・生活支援ハウス合同敬老会
【10月】
９日　高規格道路臨時中央要望（東京都）
　　　総務・産業常任委員会合同行政視察（～10日・石

狩市、小樽市、厚真町、むかわ町）
23日　第７回議員協議会
26日　サンタランドツリー点灯式
28日　十勝町村議会議長会議員研修会（足寄町）
29日　高齢者スポーツ大会
30日　自民党北海道第11選挙区支部「地域政策懇談会」
【11月】
10日　東京広尾会（東京都）
12日　議会広報編集会議
13日　全国町村議会議長会創立70周年記念式典及び町村

議会議長全国大会（12日～・東京都）
15日　新過疎法制定実現総決起大会（第50回定期総会）

（東京都）
19日　第４回議会広報特別委員会
23日　自民党北海道第11選挙区支部「政経セミナー」（幕別町）
25日　第４回広尾町議会臨時会
　　　第８回議員協議会
28日　広尾町商工会永年勤続優良従業員表彰式典
29日　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）

議会活動日誌
令和元年９月～11月

閉会中の所管事務調査

　各常任委員会と議会運営委員会は、令和元年

第４回定例会までの閉会中に、次の所管事務調

査を実施します。

◇総務常任委員会

①胆振東部地震における被害及び復興状況並びに被災

者支援の状況について

◇産業常任委員会

①北海道における電力の安定供給に向けた取り組みに

ついて

◇議会運営委員会

①議会の運営に関する事項について

②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について

③議長の諮問に関する事項について

ぎかいトピックスぎかいトピックス

　星加廣保議員は町議会議員として15年以上在職し、地方

自治の振興発展に寄与した功績が認められ、このほど北海

道町村議会議長会から表彰されました。表彰状は、９月定

例会の冒頭に堀田成郎議長から伝達されました。

９／６ 北海道議長会から表彰

　十勝町村議会議長会による「議員研修会」が足寄町で開

かれ、議員12人が参加しました。この研修は、議員活動に

役立てることを目的に毎年開催されているものです。今年

は、北海道十勝総合振興局長の三井真氏が自身で作成した

紙芝居を用いて「とかチカラ 未来へ」をテーマに講演が

行われました。

10／28 十勝町村議会議員研修会に参加

大迫力の太鼓演奏を間近で聞くチャンスです！

ご家族やお友達、職場仲間を連れてぜひお越しください。

当日は上履きをお持ちいただきますようお願いいたします。

と　き：12月26日（木）16時から

ところ：議会議事堂（役場３階）

出　演：陣屋太鼓保存会


